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■ グリーンキープファン（移動式）の保証期間は納入の日から1年といたします。
保証期間中正常な使用にもかかわらず、当社の設計、加工などの不備により故障または異常が発生した場合は、故障または異常の部位を
無償で修理いたします。ただし、客先での改造、仕様変更、保管中の破損、故障または異常に起因する各種損害などについてはその責を
負いません。なお、グリーンキープファン（移動式）は送風用に設計しております。使用状況および用途が異なる場合は、保証できない
場合がありますのでご注意ください。
下記の事項に係る修理は無償修理の対象から除きます。
1．送風用目的以外で使用した場合の不具合
2．お客様が適切な使用、維持管理を行わなかったことに起因する不具合
3．当社が定める工事説明書に基づかない施工、専門業者以外による移動・分解などに起因する不具合
4．塩害地域、温泉地などの地域における腐食性の空気環境に起因する不具合
5．ねずみ、昆虫などの動物の行為に起因する不具合
6．火災・爆発などの事故、落雷・地震・噴火・洪水・津波などの天変地異または戦争・暴動などの破壊行為による不具合
7．消耗部品の消耗に起因する不具合
8．指定規格以外の電気を使用したことに起因する不具合

■ 補修用性能部品の保有期間　6年
当社は、この本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するための部品）を、製造打ち切り後、6年保有します。

■ アフターサービスなどについておわかりにならないときは、お買い上げの販売店または下記までご相談ください。

パナソニック環境エンジニアリング株式会社
〒486-8522　愛知県春日井市鷹来町字下仲田4017番　パナソニック エコシステムズ内　TEL0568-81-1162

お客様へ

お手入れのしかた／こんなときには・・・

お手入れのしかた

お客様へ

保証／アフターサービス

こんなときには…

現　象 原　因 処置方法

ファンが回らない

・制御ボックスの運転スイッチが OFF になっている
・制御ボックスのブレーカーが OFF になっている
・24 時間タイマーが OFF の時間になっている
・ヒューズが切れている

・手動または自動にしてください
・制御ボックスのブレーカーを ON にしてください
・24 時間タイマーの設定を変えてください
・ヒューズを交換してください

パナソニック エコシステムズ株式会社
〒486-8522　愛知県春日井市鷹来町字下仲田4017番

長年ご使用のグリーンキープファン（移動式）の点検を！

このような症状
はありませんか

・ 電源を入れても回転音が不規則に
聞こえたり回転しない。

・ 運転中に異常音がしたり振動が
ある。

・ 異臭がする。
・ その他、異常を感じる。

このような症状のときは、使用を中止し、
故障や事故の防止のため、電源を切り、
必ずお買い上げの販売店または工事店に
点検・修理を依頼してください。

ご使用
中止

愛情点検

・ 点検、お手入れの際は、必ず電源を切ってください。
・ 点検、お手入れの際は、必ず手袋などの保護具を着用して

ください。
・ 清掃時に羽根を拭くときは変形させないよう注意してください。
・ 洗剤などを使用する場合は中性洗剤を使用してください。

※ 使用方法は、洗剤メーカーの指示に従ってください。

・ ほこりが多く付着すると、騒音・振動の原因となりますの
で ２ヵ月に１度を目安に清掃してください。
清掃のポイント：ガードの目づまり、羽根・モーターのほこり

・ ご使用にならないときは電源を切り、モーターに水や
異物が浸入しないようシートなどで覆ってください。

お願い グリーンキープファン（移動式）

もくじ

安全上のご注意 …………………………………2～4
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組み立て……………………………………………7～8

試運転 ……………………………………………………9

使い方 …………………………………………… 9～11

仕様 …………………………………………………… 11

お手入れのしかた／こんなときには ……裏表紙

保証／アフターサービス …………………裏表紙

取扱説明書

品　番

NK-80KFC

この説明書は必ずお客様にお渡しください

このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、
まことにありがとうございます。

● 取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全に
お使いください。

● ご使用前に「安全上のご注意」（2～4ページ）を
必ずお読みください。

● この取扱説明書を大切に保管してください。
● この取扱説明書は最終需要者様まで確実にお渡し

ください。

この取扱説明書に記載されていない方法で使用され、
それが原因で故障を生じた場合は、商品の保証を致し
かねますのでご注意ください。
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安全上のご注意 必ずお守りください

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
■ 誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。
   （次は図記号の例です）

「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。　注意 

　警告 

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

　警告

1.8NK-80KFC

消費電力
(W)

質量
(kg)

騒音
(dB)

電流
(A)

公称出力
(kW)

風量
(m3/min)

周波数
(Hz)品　番 電　源

50
60

1760
2200

6.3
7.0

1200
1800

69
72

1003相
200V

・ 各特性値は静圧 0Pa（パスカル）時における基準値を示します。
 静圧 0Pa（パスカル）とは、換気扇におよぼす圧力が「０（ゼロ）」の状態を示します。
・ 電流、消費電力、風量の値は表記に対して ±10％の許容差があります。

※）　首振り速度は 50Ｈｚ…0.46 回 / 分、60Ｈｚ…0.55 回 / 分
※）　風量はファン前方 6ｍでの測定値です。
※）　騒音は地上 6ｍ、俯角 45°に取り付けた状態でファン前方 6ｍ、地上 1ｍでの値です。

お客様へ

仕様

お知らせ

■据え付け、配線工事は
　専門業者に依頼する

接続が不完全な場合は
発熱し火災の原因と
なります。 

●特に電気工事は法律により免許の
　ない者の工事は禁止されています。

■車輪の固定とアンカーの
　差し込みを確認してから
　運転する

台車を固定しないと
ファンの風で台車が
移動し、予期せぬ事故
の原因となります。

■雨や水のかかる場所には
　設置しない

ショート・漏電・感電の
恐れがあります。

水場使用禁止
●修理は販売店へご連絡ください。

■仕様変更、改造、分解は
　絶対にしない

火災・感電・けがの
原因となります。

分解禁止

■吸込口、吹出口の中や
　可動部へ指や物などを
　入れない

けがをする恐れが
あります。

接触禁止 

■製品は指定の方法で確実に
　組み立て・設置する

予期せぬ事故の原因に
なります。

■スイッチや分電盤の
　ブレーカーをぬれ手で
　切／入しない

感電の恐れがあります。

禁止 

ショート・漏電・感電
の恐れがあります。

禁止

■モーターには水をかけない■電圧による回転制御を
　しない

禁止 

モーター焼損の恐れが
あります。

予期せぬ事故の原因に
なります。

禁止

■送風目的以外では使用
　しない

■漏電ブレーカーを必ず取り
　付ける

漏電・感電の恐れが
あります。

■配線工事は電気設備技術
　基準、内線規定及び工事
　説明に従う

あやまった配線工事は
漏電・感電・火災の
恐れがあります。

■D種接地工事をおこなう
故障や漏電のときに
感電する恐れがあり
ます。

アース線接続

転倒、接触事故の
恐れがあります。

禁止

■不安定な場所や傾斜地で
　ファンを運転しない

転倒、接触事故の
恐れがあります。

禁止

■運転中に移動させない

首振
角度

90°

0

10

20 30

40

50

DEL THERMO

24 時間タイマーとサーモによる自動運転

（1）運転スイッチが「切」になっているのを確認してから

　　制御ボックスの蓋を開け、ブレーカーをＯＮにします。

（2）サーモの温度設定つまみで希望の温度に設定し、制御盤の

　　蓋を閉めます。

　　10 ページと同じように 24 時間タイマーの設定を行ってください。

（3）サーモ切替スイッチを使用目的に応じて切替えます。

（4）自動モード切替スイッチ「サーモ併用」にし、運転スイッチを

　　「自動」にします。サーモ併用運転がはじまります。

自動運転（サーモ併用）
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　警告
■本体を設置してから
　配線する

感電・火災・けが
の恐れがあります。

■入力電源OFFを確認して
　から配線する

感電・火災の恐れが
あります。

■振動、羽根が回らない等の
　異常時には使用を中止する

●修理は販売店へご連絡ください。

感電・火災の恐れが
あります。

■使用を終了した製品は放置
　せず撤去する

落下により、けがをする
恐れがあります。

■異常時、点検、お手入れ
　の際は、電源を切る

感電・火災・けがの
恐れがあります。

■本体の電線に無理な力が
　かからないように配線する

断線してショート・
感電の恐れがあります。

■電線の接続は確実に
　おこない、接続後は絶縁
　処理をする

接続が不完全な場合は
発熱し火災の原因と
なります。 

■配線の固定は確実に
　おこなう

固定が不完全な場合は、
ショート・感電・火災の
恐れがあります。

●傷んだ電源プラグ・ゆるんだ
　コンセントは使用しない

■電源プラグは根元まで確実
に差し込む

差し込みが不完全ですと、
感電や発熱による火災の
原因になります。 

■電源プラグのほこりなどは
定期的に取る

●電源プラグを抜き、乾いた布でふく。
●使用中以外は電源プラグを抜く。

プラグにほこりが
たまると湿気などで
絶縁不良となり、火災の
原因になります。傷つけたり、加工したり、ガード面や

他の熱器具に近づけたり無理に曲げ
たり、ねじったり、引っ張ったり、
重いものを載せたり、束ねたりしない。 

●コードやプラグの修理は販売店に
　ご相談ください。

傷んだまま使用すると、
感電・ショート・火災の
原因になります。 

■電源コード・電源プラグ
を破壊するようなことは
しない

禁止 

たこ足配線等で、
定格を超えると
発熱による火災の
原因になります。 

■コンセントや配線器具の
定格を超える使い方を
しない 

禁止 

■お手入れの際は、必ず
電源を切り電源プラグを
抜く

■電源プラグを濡れた手で
抜き差ししない 

感電の原因になり
ます。 

ぬれ手禁止

不意に動作して、
やけどをしたり、感電
の原因になります。 

電源プラグ
を抜く■電線の端子接続及び端子の

　固定は確実におこなう

接続及び固定が不完全な
場合は発熱し火災の原因
となります。 

■各端子への接続後は必ず
　端子カバーを取り付ける

感電の恐れがあります。

■表扉は必ず施錠する

感電の恐れがあります。

（1）運転スイッチが「切」になっているのを確認してから制御ボックスの蓋を開け、
　　ブレーカーをＯＮにします。
　　電源ランプが点灯します。

（2）制御ボックスの蓋を閉め、操作パネルの運転スイッチを「手動」にします。
　　ファンが回転します。

運転スイッチ
自動モード
切替スイッチ

サーモ
切替スイッチ

操作パネル

　24 時間タイマーの自動運転
（1）運転スイッチが「切」になっているのを確認してから
　　制御ボックスの蓋を開け、ブレーカーをＯＮにします。
　　電源ランプが点灯します。

（2）24 時間タイマーを設定します。（下記参照）
（3）自動モード切替スイッチを「タイマー運転」にし、
　　運転スイッチを「自動」にします。
　　タイマー運転がはじまります。

　24 時間タイマーの設定
（1）24 時間タイマーの保護カバーを外してください。
　　（側面をつまんで手前に引くと外れます。）

（2）周波数切替スイッチをご使用の電源の周波数に合わせてください。
　　（工場出荷時は 60Ｈｚに合わせてあります。）

（3）現在時刻を合わせてください。
　　（午前・午後はＯＮ・ＯＦＦ位置の赤い線上にくるセット時刻で見分けることができます。）
　　（必ず中央時計部のつまみを矢印方向（右）に回してください。）

（4）運転時間を以下のように設定してください。
　　ＯＮ設定：内蔵設定子をカチッと音がするまで内側に倒す。
　　　　　　　（ダイヤル外周部に赤色が現れます。）
　　ＯＦＦ設定：内蔵設定子をカチッと音がするまで外側に倒す。
　　　　　　　　（ダイヤル外周部に赤色が隠れます。）

　※マニュアルスイッチはＡＵＴＯのままにしてください。ＯＮにしますと
　　内蔵設定子の設定に関係なく常時ＯＮとなります。

マニュアルスイッチ 周波数切替スイッチ

ON-OFF 位置

内蔵設定子 現在時刻

セット時刻
24 時間タイマー

自動運転（タイマー運転）

手動運転
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　注意

■自動運転をする場合は
　事前に手動で運転し、
　周囲の障害物の確認や
　人が近づかないことを
　確認の上、運転する

事故の原因と
なります。 

■電源プラグを抜くときは、
　電源コードを持たずに、
　必ず先端の電源プラグを
　持って引き抜く

ショートや感電して
発火することが
あります。

■長期間ご使用にあらない
　ときは、必ず電源プラグを
　コンセントから抜く

絶縁劣化による感電や
漏電火災の原因に
なります。

お願い ■吸込側、吐出側に障害物を置かない
■氷結する場所に取り付けない
■冠水、冠雪のないようにしてください

A

B

工事店様へ お客様へ

使い方

試運転の前に以下の項目について確認してください。

試運転
・電源を入れるとファンが回ります。羽根の回転方向は吐出側から見て右回転です。
・異常がないことを確認してください。

■ 電気系統

□ 電線の接続は確実か？
□ 電線の固定は確実か？
□ 欠相になっていないか？
□ 絶縁試験はおこなったか？

□ 電源電圧は規定通りか？
 （200V±20V）
□ アース線の接続は確実か？
□ 接地抵抗は基準値以内か？

□ 漏電ブレーカーは接続したか？

■ 強度その他

□ 本体の固定は確実か？
□ 設置場所の強度は十分か？
□ 部品は確実に取り付いているか？
□ 設置方法に間違いはないか？

工事店様へ

試運転

■本体は十分強度のある所に
　しっかり固定する 

落下によりけがをする
恐れがあります。

■3相200Vに接続する

感電・火災の原因に
なります。

■重量物のため、十分注意
　して設置する

けがをする恐れが
あります。

■本体がしっかりと固定
　されているか確認する

台車が移動し、予期せぬ
事故の原因となります。

■施工時、点検時には、必ず
　手袋などの保護具を着用する

板金などの切り口や、
本体の突起角などで
けがの原因となります。

■運転中は製品に近付かない

予期せぬ事故の原因に
なります。

禁止

■モーターに触らない
高温になっているので、
やけどをする恐れが
あります。 

接触禁止

■酸・アルカリ・有機溶剤・
　塗料などの有害ガス、腐食
　性成分を含んだガスが発生
　する場所には本製品を設置
　しない

ガスによる中毒や本製品
の腐食、劣化が発生し、
予期せぬ事故の原因に
なります。

禁止

■雨の日、風の強い日は
　使用しない 

感電、ショートの
恐れがあります。

■屋外に放置しない 

感電、ショートの
恐れがあります。

■機器の上に乗らない

転倒事故の恐れ
があります。

禁止

■首振り範囲内に障害物を
　置かない

転倒事故の恐れ
があります。

禁止

■電源コードを無理に
　引っ張ったり、ねじったり
　重い物を載せない

コードが損傷し、火災
感電の原因となります。

禁止

車輪のロック
（1）後輪部わきの車輪止めをＡからＢに移動し、
　　後輪をロックします。
　　（左右２箇所）

（2）前輪部の穴からアンカーを地面にしっかりと
　　差し込み前輪をロックします。
　　（左右２箇所）

（3）電源プラグをコンセントに差し込みます。
　　※必ず制御ボックスのブレーカーが
　　　ＯＦＦになっていることを確認して
　　　からおこなってください。
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ファン ファン取っ手
モーター

（安全部品）

引っ掛けボルト

ギヤモーター
（安全部品）

俯角調整ボルト

アンカー

取っ手
ファン架台

制御ボックス

温度センサー
車輪止め

アンカーホルダー

R S T E V Wu

工事店様へ お客様へ

各部の名前と寸法 単位：mm
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1600

8
6
2 1
0
5
6

1
5
1
3

1
0
4
3



6 7

0

10

20 30

40

50

DEL THERMO

R S T E u V W

運転スイッチ
（安全部品）

自動モード
切替スイッチ
（安全部品）

サーモ切替スイッチ
（安全部品）

電源プラグ
（安全部品）

制御ボックス内部 24時間タイマー
（安全部品）

ヒューズ（2Ａ）
（安全部品）

端子台
（安全部品）

ブレーカー
（安全部品）

サーモ

温度センサー

操作パネル

制御ボックス

工事店様へ お客様へ

組み立て


